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ジアテクトタイプ、アルカリ乾電池タイプではセンサー感知ランプが点滅する
ことがあります。
点滅が示す内容は、以下のとおりです。

感知表示ランプの点滅

水が勝手に流れる

(※)動作点検(リセット作業)は通電・通水状態で実施ください。

洗浄終了後、点滅が消えれば商品は正常な状態にリセットされており、
そのままご使用いただけます。点滅が消えない場合は、機能水吐水が
正常に行われませんので、TOTOメンテナンス(株)へご連絡ください。

1. 電源を落とす

3. 機能水吐水が自動的に行われる

2. 電源を入れてから10分以内に掃除用磁石をセンサー窓に近づける

原因：機能水吐水が正常に行われていません。
　　　以下の手順で、動作点検(リセット作業)を実施してください。

＜ジアテクトタイプの場合＞

原因：電池投入(リセット)後10分間のみセンサー感知時に点滅します。
　　　この点滅は、センサーの感知状態を確認するためのものであり、
　　　異常ではありません。
　　　また、乾電池が切れかかってくると、感知するたびに電池交換
　　　予告としてランプが20回点滅します。

＜アルカリ乾電池タイプの場合＞

本商品には次のような自動洗浄機能があります。

＜ジアテクトタイプの場合＞
●機能水吐水
　小便器トラップ・排水管の尿石付着を抑制するため、使用状況から使用間隔が
　空くときを判断して、2～6回/日の機能水吐水(自動洗浄)を行います。

＜ジアテクトタイプ以外の場合＞
●設備保護洗浄
　長時間小便器を使用しないときは、小便器トラップおよび排水管の乾きを防ぐ
　ため、24時間経過するごとに自動洗浄を行います。
　水が勝手に流れる頻度が上記に当てはまらない場合は、TOTOメンテナンス(株)
　へご連絡ください。
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開閉工具
スピンドルガイド フィルター

23

・開閉工具で止水栓を閉める。

開閉工具

開 閉

止水栓

水が止まらない

・それでも水が止まらない場合は、お求めの取付店、
　販売店、またはTOTOメンテナンス（株）へ修理を
　ご依頼ください。

①開閉工具で止水栓を閉める。

②スピンドルガイドを付属の開閉
　工具で外して、フィルターを取
　り出す。

③フィルターの目詰まりをブラシ
　などで除去する。

開閉工具

開 閉

止水栓

・それでも水量が適切でない場合は、お求めの取付店、
　販売店、またはTOTOメンテナンス（株）へ修理を
　ご依頼ください。

●洗浄水量が少ない場合

洗浄水量が適切でない

止水栓は全開状態でご使用ください。
止水栓を絞ると洗浄能力が低下して、衛生性を損なう場合があります。

ご注意


